
　（別紙４（２）） 事業所名 ： グループホーム　なごみ

目標達成計画 作 成 日  ： 令和   ４   年　３　月　３１　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1
コロナが終焉した時に、地域の人にアピールでき
る様に基本的な姿勢を理解して頂く為にも、大きく
掲示しては如何でしょうか？

ご家族だけでなく、地域の方にも広くグループ
ホームなごみの取り組みを知ってもらう。

・施設の理念・行動指針を掲示し、その活動につ
いても写真を貼りだして分かりやすくする。
・チラシを見直し、具体的内容を加える。

12ヶ月

2 3
幅広い視野を広げていくためにも、地域に密着し
た様々な人の参加やご意見・ご指導を頂いては如
何でしょうか？

多くの地域の方にグループホームなごみを
知ってもらい、より地域に密着したグループ
ホームを目指す。

・運営推進会議にて、参加メンバーについて提
案、意見を求める。
・委員会のメンバーにも協力していただき、近隣の
方に運営推進会議について説明し、参加を促す。
新規入居者、相談のあった方にも声をかけてみ
る。

24ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


